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３）アンケートの回収状況 

アンケートの回収状況を以下に示す。 

令和元年、9月 26日に第 1回調査を開始し再調査を経て、都道府県協議会の協力により

9割以上の高い回収率となった（再調査で未回収の山梨県、静岡県、高知県除く） 

 

 

図 2 アンケート回収状況 

 

 なお、第 1回調査のアンケート回収締め切り時点（令和元年 12月 5日）における回収

率は以下のとおりである。一部の協議会を除き、回答いただいた。 

 

図 3 第 1回調査のアンケート回収結果 

北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 神奈川 山梨 長野 静岡 石川 岐阜 三重 兵庫 鳥取 島根
岡山
①

岡山
②

山口 愛媛 高知 福岡 熊本 大分 宮崎県 鹿児島

9/26 調査開始 300 件 13 件 48 件 18 件 14 件 6 件 3 件 17 件 34 件 7 件 4 件 7 件 6 件 3 件 14 件 8 件 5 件 6 件 2 件 18 件 3 件 21 件 2 件 3 件 2 件 5 件 5 件 5 件 10 件 1 件 10 件

10/17 調査票受領
10/18 調査票受領

10/24 調査票受領

10/28 調査票受領 ①
10/29 調査票受領
10/30 調査票受領
10/31 調査票受領 ①
11/1 調査票受領 ② ①

11/5 調査票受領
11/6 調査票受領
11/7 調査票受領
11/8 調査票受領 ③

11/11 調査票受領

11/15 調査票受領 ④
11/16 調査票受領

11/18 調査票受領 ⑤ ① ②
11/19 調査票受領

11/22 調査票受領 ①

11/26 調査票受領 ② ①
11/27 調査票受領 ①
11/28 調査票受領 ②
11/29 調査票受領 ②

12/6 再調査依頼 201 件 12 件 43 件 7 件 4 件 9 件 2 件 8 件 7 件 5 件 2 件 1 件 4 件 0 件 11 件 3 件 2 件 4 件 1 件 10 件 2 件 18 件 1 件 3 件 2 件 5 件 0 件 3 件 2 件 0 件 4 件

調査票受領

12/9 調査票受領

12/13 調査票受領
② ②

12/16 調査票受領 ①
12/17 調査票受領 ②
12/18 調査票受領 ③
12/19 調査票受領

12/27 調査票受領 ④

1/9 調査票受領 ⑤

1/15 調査票受領
②

1/22 調査票受領 ③

1/27 調査票受領

1/31 調査票受領 ④

第1回調査の返答日（丸数字は分割して返信いただいた場合の回数）

再調査の返答日（丸数字は分割して返信いただいた場合の回数）
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岡
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島
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率

(%
)

当初調査対象酪農家件数に対する回収率(%)

※1複数の酪農家で取り組んでいる場合があり、回答が重複するため、その分件数が減少。（北海道）
※2調査対象の取り組みメニューの調整で調査件数が増加。（岩手、山梨）
※3諸事情により（離農、農協の会計検査対応等）調査件数が減少。（秋田、茨城、静岡、石川、岐阜）

※1
※2

※2

再調査依頼の前日（R1.12.5）時点

※3

※3 ※3 ※3

※3
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再調査を実施した結果について令和 2年 1月 31日時点における当初計画から見た回収

率は以下のとおりである。 

 

 

図 4 再調査のアンケート回収結果 

 

北海道（300件）及び 29県（300 件）の計 600件の酪農家を対象にアンケートを実施

し、離農や台風 19号の影響等でアンケートの回収ができなかった場合を除き、最終的に

北海道（290件）及び 29県（295 件）の計 585件、926サンプルの有効回答を得た。 

協議会別メニュー①～メニュー⑨の合計サンプル数は北海道の 523サンプルが最も多

く、栃木県の 57 サンプル、岩手県の 55サンプルが続いた。 

メニュー別ではメニュー①が 277 サンプルで最も多く、メニュー⑨の 187サンプル、メ

ニュー⑧の 106サンプルが続いた。 

 

 

図 4 メニュー別サンプル数  
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再調査依頼後の回収予定件数（増減反映済）に対する回収率(%)令和2年1月末時点

北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 神奈川 山梨 長野 静岡 石川 岐阜 三重 兵庫 鳥取 島根 岡山 山口 愛媛 高知 福岡 熊本 大分 宮崎 鹿児島 合計

メニュー1 144 12 25 8 5 4 1 3 11 5 1 0 0 0 9 2 0 0 1 11 1 12 2 1 5 0 1 8 0 5 277

メニュー2 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 52
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メニュー5 24 0 2 1 0 5 1 5 3 0 0 2 3 0 0 4 2 1 0 1 1 3 0 1 0 0 1 0 0 0 60
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メニュー7 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18

メニュー8 66 1 10 0 1 2 0 1 6 1 0 0 3 0 0 1 0 0 0 4 2 2 1 1 0 0 1 0 1 2 106

メニュー9 96 3 4 5 1 7 1 7 15 3 2 0 0 3 1 5 0 3 1 5 0 4 1 1 5 5 3 2 1 3 187
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４）アンケートの結果の整理 

回収した大量のデータについては計算等の処理がしやすいように縦軸に対象酪農家、項

目と回答を横軸一列に並べるようマクロ処理を行うとともに、漏れがないか等について複

数の作業員により回収したアンケートと一覧表を比較し確認を行った。 

 

〇回収したエクセル様式 

 

 

 

 

〇プログラム変換による統合処理データの作成 

 

 

上記のデータを窒素負荷削減効果、温室効果ガス削減効果、生物多様性保全効果等、当該

事業の各メニューによる環境負荷軽減効果を分析するための基礎データとした。 

メニュー①専用　ページ１/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（1頁目）

・個人 有 有 有 年 年

・集団（ ）戸 無 無 無 点 月 点 月

代表圃場の情報
代表圃場は、基本的には、本事業の交付対象圃場の中で面積が大きく、代表的な圃場（平均的な管理を行っている圃場）１つを指します。以下は代表圃場の情報を記入願います。

北緯 東経  

% % % % mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

登録圃場全体の情報
以下では、本事業の交付対象全ての圃場を対象とした、平均的な情報を記入。例えば、堆肥や土壌の分析値は、複数の登録圃場についての値があれば、それらの平均値を記入願います。

北緯 東経

% % % % mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g

地域慣行の目標収量
または平均的な収量

飼料作に使用した堆肥 飼料作に使用した化学肥料

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

代表圃場の位置情報

堆肥分析値　（現物当たり） 土壌分析値

畜種

畜種 全窒素 リン（P2O5） カリ（K2O） 全窒素
(あれば記入)

pH

N
作付けした飼料作物名 代表圃場名

飼料作物の
圃場面積

播種日～収穫日
（H30.4～H31.3）

飼料作物の
収量 P2O5

経営体の位置情報

機関名 機関名 機関名

または所在地

土壌分析値堆肥分析値　（現物当たり）

交換性
苦土（MgO）

交換性
石灰（CaO）

交換性

カリ（K2O）

有効態

リン（P2O5）

中島則勝 石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

個人・集団の別
（いずれかに○）

分析結果の有無(○)

堆肥分析 土壌分析 施肥設計書
堆肥分析 土壌分析

K2O 施用時期畜種 施用量 施用時期

全窒素 リン（P2O5） カリ（K2O） 全窒素
(あれば記入)

pH
有効態

リン（P2O5）

交換性

カリ（K2O）

交換性
苦土（MgO）

交換性
石灰（CaO）

または所在地

メニュー①専用　ページ２/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（2頁目）

登録圃場全体の平均的な情報（続き）

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

※二毛作は、飼料作物の種類ごとに、夏作と冬作に分けて、記入願います。

経営体（グループ組織）全体の情報
以下では、経営体（グループ組織）全体を対象とした情報を記入願います。（野菜等の耕種面積を含みます）

t/年

t/年

t/年

t/年

t/年

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

中島則勝

作付けした飼料作物名
飼料作物を栽培した

主な圃場名
飼料作物の

圃場面積合計
栽培
時期

飼料作物の
収量

地域慣行の目標収量
または平均的な収量

飼料作に使用した堆肥 飼料作に使用した化学肥料

畜種 施用量 N P2O5 K2O

石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

経営体（グループ組織）内での飼料作以外の農地等への堆肥供給

畜種 供給量 農地の主な作目

メニュー①専用　ページ２/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（2頁目）

登録圃場全体の平均的な情報（続き）

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

※二毛作は、飼料作物の種類ごとに、夏作と冬作に分けて、記入願います。

経営体（グループ組織）全体の情報
以下では、経営体（グループ組織）全体を対象とした情報を記入願います。（野菜等の耕種面積を含みます）

t/年

t/年

t/年

t/年

t/年

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

中島則勝

作付けした飼料作物名
飼料作物を栽培した

主な圃場名
飼料作物の

圃場面積合計
栽培
時期

飼料作物の
収量

地域慣行の目標収量
または平均的な収量

飼料作に使用した堆肥 飼料作に使用した化学肥料

畜種 施用量 N P2O5 K2O

石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

経営体（グループ組織）内での飼料作以外の農地等への堆肥供給

畜種 供給量 農地の主な作目

メニュー①専用　ページ４/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（4頁目）

経営体（グループ組織）全体の情報（続き）
※粗タンパク（CP）含量を記入すれば、配合飼料、単味飼料、粗飼料の名称は省略可能です。

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

中島則勝 石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

※配合飼料（名称） CP 飼料供給量 ※単味飼料（名称） CP 飼料供給量 ※粗飼料（名称） CP 飼料供給量 アミノ酸添加物 飼料供給量

メニュー①専用　ページ１/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（1頁目）

・個人 有 有 有 年 年

・集団（ ）戸 無 無 無 点 月 点 月

代表圃場の情報
代表圃場は、基本的には、本事業の交付対象圃場の中で面積が大きく、代表的な圃場（平均的な管理を行っている圃場）１つを指します。以下は代表圃場の情報を記入願います。

北緯 東経  

% % % % mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

登録圃場全体の情報
以下では、本事業の交付対象全ての圃場を対象とした、平均的な情報を記入。例えば、堆肥や土壌の分析値は、複数の登録圃場についての値があれば、それらの平均値を記入願います。

北緯 東経

% % % % mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g

地域慣行の目標収量
または平均的な収量

飼料作に使用した堆肥 飼料作に使用した化学肥料

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

代表圃場の位置情報

堆肥分析値　（現物当たり） 土壌分析値

畜種

畜種 全窒素 リン（P2O5） カリ（K2O） 全窒素
(あれば記入)

pH

N
作付けした飼料作物名 代表圃場名

飼料作物の
圃場面積

播種日～収穫日
（H30.4～H31.3）

飼料作物の
収量 P2O5

経営体の位置情報

機関名 機関名 機関名

または所在地

土壌分析値堆肥分析値　（現物当たり）

交換性
苦土（MgO）

交換性
石灰（CaO）

交換性

カリ（K2O）

有効態

リン（P2O5）

中島則勝 石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

個人・集団の別
（いずれかに○）

分析結果の有無(○)

堆肥分析 土壌分析 施肥設計書
堆肥分析 土壌分析

K2O 施用時期畜種 施用量 施用時期

全窒素 リン（P2O5） カリ（K2O） 全窒素
(あれば記入)

pH
有効態

リン（P2O5）

交換性

カリ（K2O）

交換性
苦土（MgO）

交換性
石灰（CaO）

または所在地

メニュー①専用　ページ２/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（2頁目）

登録圃場全体の平均的な情報（続き）

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

※二毛作は、飼料作物の種類ごとに、夏作と冬作に分けて、記入願います。

経営体（グループ組織）全体の情報
以下では、経営体（グループ組織）全体を対象とした情報を記入願います。（野菜等の耕種面積を含みます）

t/年

t/年

t/年

t/年

t/年

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

中島則勝

作付けした飼料作物名
飼料作物を栽培した

主な圃場名
飼料作物の

圃場面積合計
栽培
時期

飼料作物の
収量

地域慣行の目標収量
または平均的な収量

飼料作に使用した堆肥 飼料作に使用した化学肥料

畜種 施用量 N P2O5 K2O

石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

経営体（グループ組織）内での飼料作以外の農地等への堆肥供給

畜種 供給量 農地の主な作目

メニュー①専用　ページ２/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（2頁目）

登録圃場全体の平均的な情報（続き）

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

※二毛作は、飼料作物の種類ごとに、夏作と冬作に分けて、記入願います。

経営体（グループ組織）全体の情報
以下では、経営体（グループ組織）全体を対象とした情報を記入願います。（野菜等の耕種面積を含みます）

t/年

t/年

t/年

t/年

t/年

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

中島則勝

作付けした飼料作物名
飼料作物を栽培した

主な圃場名
飼料作物の

圃場面積合計
栽培
時期

飼料作物の
収量

地域慣行の目標収量
または平均的な収量

飼料作に使用した堆肥 飼料作に使用した化学肥料

畜種 施用量 N P2O5 K2O

石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

経営体（グループ組織）内での飼料作以外の農地等への堆肥供給

畜種 供給量 農地の主な作目

メニュー①専用　ページ４/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（4頁目）

経営体（グループ組織）全体の情報（続き）
※粗タンパク（CP）含量を記入すれば、配合飼料、単味飼料、粗飼料の名称は省略可能です。

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

中島則勝 石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

※配合飼料（名称） CP 飼料供給量 ※単味飼料（名称） CP 飼料供給量 ※粗飼料（名称） CP 飼料供給量 アミノ酸添加物 飼料供給量

メニュー①専用　ページ１/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（1頁目）

・個人 有 有 有 年 年

・集団（ ）戸 無 無 無 点 月 点 月

代表圃場の情報
代表圃場は、基本的には、本事業の交付対象圃場の中で面積が大きく、代表的な圃場（平均的な管理を行っている圃場）１つを指します。以下は代表圃場の情報を記入願います。

北緯 東経  

% % % % mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

月 日 から 年 年

アール 月 日 迄 kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a 月 日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 月 日

登録圃場全体の情報
以下では、本事業の交付対象全ての圃場を対象とした、平均的な情報を記入。例えば、堆肥や土壌の分析値は、複数の登録圃場についての値があれば、それらの平均値を記入願います。

北緯 東経

% % % % mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g

地域慣行の目標収量
または平均的な収量

飼料作に使用した堆肥 飼料作に使用した化学肥料

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

代表圃場の位置情報

堆肥分析値　（現物当たり） 土壌分析値

畜種

畜種 全窒素 リン（P2O5） カリ（K2O） 全窒素
(あれば記入)

pH

N
作付けした飼料作物名 代表圃場名

飼料作物の
圃場面積

播種日～収穫日
（H30.4～H31.3）

飼料作物の
収量 P2O5

経営体の位置情報

機関名 機関名 機関名

または所在地

土壌分析値堆肥分析値　（現物当たり）

交換性
苦土（MgO）

交換性
石灰（CaO）

交換性

カリ（K2O）

有効態

リン（P2O5）

中島則勝 石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

個人・集団の別
（いずれかに○）

分析結果の有無(○)

堆肥分析 土壌分析 施肥設計書
堆肥分析 土壌分析

K2O 施用時期畜種 施用量 施用時期

全窒素 リン（P2O5） カリ（K2O） 全窒素
(あれば記入)

pH
有効態

リン（P2O5）

交換性

カリ（K2O）

交換性
苦土（MgO）

交換性
石灰（CaO）

または所在地

メニュー①専用　ページ２/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（2頁目）

登録圃場全体の平均的な情報（続き）

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

※二毛作は、飼料作物の種類ごとに、夏作と冬作に分けて、記入願います。

経営体（グループ組織）全体の情報
以下では、経営体（グループ組織）全体を対象とした情報を記入願います。（野菜等の耕種面積を含みます）

t/年

t/年

t/年

t/年

t/年

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

中島則勝

作付けした飼料作物名
飼料作物を栽培した

主な圃場名
飼料作物の

圃場面積合計
栽培
時期

飼料作物の
収量

地域慣行の目標収量
または平均的な収量

飼料作に使用した堆肥 飼料作に使用した化学肥料

畜種 施用量 N P2O5 K2O

石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

経営体（グループ組織）内での飼料作以外の農地等への堆肥供給

畜種 供給量 農地の主な作目

メニュー①専用　ページ２/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（2頁目）

登録圃場全体の平均的な情報（続き）

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

アール kg/10a/年 kg/10a/年 t/10a kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年

※二毛作は、飼料作物の種類ごとに、夏作と冬作に分けて、記入願います。

経営体（グループ組織）全体の情報
以下では、経営体（グループ組織）全体を対象とした情報を記入願います。（野菜等の耕種面積を含みます）

t/年

t/年

t/年

t/年

t/年

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

中島則勝

作付けした飼料作物名
飼料作物を栽培した

主な圃場名
飼料作物の

圃場面積合計
栽培
時期

飼料作物の
収量

地域慣行の目標収量
または平均的な収量

飼料作に使用した堆肥 飼料作に使用した化学肥料

畜種 施用量 N P2O5 K2O

石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

経営体（グループ組織）内での飼料作以外の農地等への堆肥供給

畜種 供給量 農地の主な作目

メニュー①専用　ページ４/４

取組者氏名 記入者氏名
確認の内容（平成30年4月1日～平成31年3月31日の実績） 酪農経営整理番号 農協等名

現地確認日

01　堆肥の適正還元の取組（4頁目）

経営体（グループ組織）全体の情報（続き）
※粗タンパク（CP）含量を記入すれば、配合飼料、単味飼料、粗飼料の名称は省略可能です。

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

% kg/年 % kg/年 % kg/年 kg/年

H30飼料生産型酪農経営支援事業における環境負荷軽減取組状況アンケート記入票

中島則勝 石山直人
100001171 天塩町農業協同組合

43763

※配合飼料（名称） CP 飼料供給量 ※単味飼料（名称） CP 飼料供給量 ※粗飼料（名称） CP 飼料供給量 アミノ酸添加物 飼料供給量

酪農家A

酪農家B

酪農家C

メニュー①　堆肥の適正還元の取組
1ページ目 2ページ目

飼料作物の
圃場面積

播種日 収穫日
飼料作物の

収量

地域慣行の
目標収量ま
たは平均的

な収量

飼料作物の
圃場面積合

計

飼料作物の
収量

地域慣行の
目標収量ま
たは平均的

な収量

全窒素 リン(P2O5) カリ(K2O) 全窒素
有機態リン

(P2O5)
交換性カリ

(K2O)
交換性苦土

(MgO)
交換性石灰

(CaO)
施用量 施用時期 N P2O5 K2O 施用時期 全窒素 リン(P2O5) カリ(K2O) 全窒素

有機態リン
(P2O5)

交換性カリ
(K2O)

交換性苦土
(MgO)

交換性石灰
(CaO)

% % % % mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g t/10a 年月日 kg/10a/年 kg/10a/年 kg/10a/年 年月日 % % % % mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g

0100001479 (有)深山牧 平成30年10月25日 ふらの農協藏元　大輔○ 有 美瑛町農業有 JAふらの 有 上川農業改 1 平成29年1 1 平成29年1 乳牛 0.59 0.74 0.4 5.6 48 58.6 40.2 92 43.31215 142.26175 1) チモシ― 116-1 5789.02 平成29年6 9月20日 800 4500 平成年月日 5.6 6.8 4 平成30年5月15日 乳牛 0.59 0.74 0.4 5.6 48 58.6 40.2 92 43.30548 142.26427 1) チモシー 116-1 5789.02 夏作 800 4500
2) デントコーン2875-1 1475.03 5月20日 10月2日 2700 6500 乳牛 3 平成30年4月18日 12.6 15.3 9 平成30年4月28日 2) デントコーン2875-1 1475.03 夏作 2700 6500 乳用
3) 月日 月日 平成年月日 平成年月日 3)
4) 月日 月日 平成年月日 平成年月日 4)
5) 月日 月日 平成年月日 平成年月日 5)

6)
7)
8)

100090008 有限会社　 平成30年10月26日 北はるか農渡辺　智哉 〇 4 有 ㈱丹波屋 有 美深町農業有 美深町農業 4 平成29年1 20 平成30年4 乳牛 0.51 0.36 0.37 2.5 5.5 29 20 32 265 中川郡美深町字1) 牧草 133-1 442.54 月日 9月15日 3000 4000 乳牛 5 平成30年10月24日 7 8.5 5 平成30年5月1日 乳牛 0.547 0.38 0.46 4.1 5.8 50 13 45 312 1) 牧草 西里 6161 夏作 3000 4000 乳用
2) 月日 月日 平成年月日 平成年月日 2) 飼料用とうも西里 4158 夏作 4000 5500 乳用
3) 月日 月日 平成年月日 平成年月日 3)
4) 月日 月日 平成年月日 平成年月日 4)
5) 月日 月日 平成年月日 平成年月日 5)

6)
7)
8)

1000003707 ㈲タクシンフ 平成31年10月19日 士幌農協 中村　周平○ 有 十勝農協連有 十勝農協連有 十勝農協連 1 平成30年5 2 平成30年5 乳牛 28.54 1.106 0.909 0.91 6.01 240.5 10.5 75.4 783.8 1) 牧草 7 575 月日 6月30日 4281 乳牛 3 平成30年10月10日 6 2.4 2 平成年月日 1) 牧草 7-0等 4580 永年 4281 乳牛 　
2) デントコーン 19 435 5月10日 9月30日 5477 乳牛 5 平成30年4月10日 8.3 16.5 3.3 平成年月日 2) デントコーン19-0等 2929 5月 5477 乳牛
3) 月日 月日 平成年月日 平成年月日 3)
4) 月日 月日 平成年月日 平成年月日 4)
5) 月日 月日 平成年月日 平成年月日 5)

6)
7)
8)

代表圃場の情報 登録圃場全体の情報

土壌分析値

pH

経営体の位置情報

北緯 東経 所在地

作付けした飼料
作物名

飼料作物を
栽培した主
な圃場名

アール

堆肥分析値（現物当り） 土壌分析値

畜種 pH

堆肥分析値（現物当り）

畜種所在地

代表圃場名

アール 月日 月日

代表圃場の位置情報

北緯 東経

作付けした飼料
作物名

kg/10a/年 kg/10a/年 畜種

飼料作に使用した堆肥 飼料作に使用した化学肥料

堆肥設計書

有無 機関名

堆肥分析

点 年月

土壌分析

点 年月

土壌分析

有無 機関名
酪農経営整理番号 取組者氏名 現地確認日 農協等名 記入者氏名 個人 集団 戸数

堆肥分析

有無 機関名

登録圃場全体の平均的な情報

kg/10a/年

栽培時期

kg/10a/年 畜

飼料
NO

1

2

3

横一列にデータが並ぶようにプログラムで変換

酪農家A

酪農家B

酪農家C

⇒元の様式と一覧表を比較し、転記ミス等がないか確認（作業員による）
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５．酪農家紹介 

 

１） 栃木県（メニュ－③） 

１． 調査対象酪農家：(有)木村牧場（日光市） 

２． 環境負荷軽減の取組メニュー：スラリー等の土中

施用 

３． 調査対応者：木村 康彦 氏 

４． 調査年月日：令和元年 12 月 2 日 

５． 調査担当者：吉澤 悠志 氏（酪農とちぎ農業協同

組合） 

６． 牧場概況：自給飼料生産で、乳牛を飼養する酪農家。労働者数 3 人、出荷乳量 1,200 kg/日、

牛品種はホルスタイン。 

７． 圃場面積：飼料畑（デントコーン 9.4 ha）、水田（WCS 1.1 ha）、牧草地（採草地 4.4 ha）。 

８． 牧草・飼料作物：デントコーン（5～10 月）とイタリアンライグラス（10～5 月）の二毛作。 

９． 家畜頭数：搾乳牛 38 頭、乾乳牛 7 頭を繋ぎ牛舎で飼養し、育成牛 30 頭・和牛 4 頭はスタン

チョンで飼養。 

１０．飼料構成：サイレージ（牧草・トウモロコシ）を搾乳牛に 3.15 kg/頭/日、イネ WCS を搾乳牛に

3 kg/頭/日、乾乳牛に 5 kｇ/頭/日、育成牛に 3 kg/頭/日、配合飼料を搾乳牛に 10 kg/頭/

日、乾乳牛に 2 kｇ/頭/日、育成牛に 3 kg/頭/日給与する。 

１１．ふん尿処理：畜舎内に、排せつされたふん尿は、バーンクリーナーで搬出し、地下ピットに貯

留。 

１２．堆肥・尿などの施用量：年間のスラリーの土中施用量は、イタリアンライグラスに 2 トン/ha、デ

ントコーンに 3 トン/ha。 

１３．化学肥料の施用量：使用なし 

１４．環境負荷軽減の取組における工夫・留意点：市街地や観光地に向かう道路近くに牧場があり、

デントコーンとイタリアンライグラスの播種時期（5、10 月）には、観光客の交通量が増えるため、

スラリーインジェクターを利用して、スラリーを土中施用し、悪臭発生を抑制している。スラリー

の土中施用は、大気中へのアンモニア揮散が少なく窒素成分が土中に多く残るため、化学肥

料を全く施用せず、デントコーンとイタリアンライグラスの二毛作栽培が可能である。80 馬力の

トラクターを用い、10 cm 程の深度で土中施用を行っています。 

 

執筆者：久保居章夫（栃木県酪農負荷軽減事業推進協議会） 
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２） 北海道（メニュー④） 

１． 調査対象酪農家：（有）デイリーサポート士別（士

別市南士別町） 

２． 環境負荷軽減の取組メニュー：サイレージ生産の

適正管理 

３． 調査対応者：林川 和幸 氏 

４． 調査年月日：令和元年 12 月 18 日 

５． 調査担当者：吉川 淳 氏（北ひびき農業協同組

合） 

６． 経営概況：構成員から農作業を受託する TMR セ

ンター。哺育と育成牛も受託する。労働者数 20 人（構成農家数 20 戸）。 

７． 圃場面積：構成員の採草地 1,204.6 ha、飼料畑 384.4 ha で、牧草とデントコーンの栽培から

収穫までの農作業を受託。このうち構成員を含む所有圃場面積 1,080.0 ha、借地 230.5 ha、

作業受託面積 278.5 ha。 

８． TMR 供給実績：構成員 20 戸の経産牛：1,500 頭、育成牛 1,100 頭向けの TMR として、年間

33,000 トンを供給。このほか、年間 5,000 トンの TMR を外部販売。 

９． サイロ種類：バンカーサイロ 

１０．サイロ数：27 基（1 基：12 m×50 m×2.7 m  約 1,200 トン/基） 

１１．サイレージ調製に使用した飼料作物の種類：チモシー、オーチャードグラス、デントコーン。 

１２．予乾日数：最短 0 日、最長 2 日、平均 1 日。 

１３．原料草の水分：最低 65%、最高 75%、平均 72%。サイロごとに 2～3 か所で水分測定を実施。 

１４．飼料添加材：乳酸菌 

１５．サイレージの飼料分析：サイロごとに、水分、TDN、炭水化物、タンパク質、ミネラルの依頼分

析を実施。 

１６．排汁管理の手法：2７基のサイロから発生する排汁を排汁槽（容量 100 トン）に貯留。 

１７．排汁処理の手法：刈り取り後の草地圃場に追肥として年間 5 トン/10a を施用。 

１８．環境負荷軽減の取組における工夫・留意点：経営者の高齢化や後継者不足によって、個別

完結型の酪農経営が難しくなっている中、過重労働や機械・設備の導入経費の問題を解決

するため、酪農家が所有している草地飼料畑の管理から収穫・貯蔵、TMR の製造、配送まで

一体的に取り組む経営システムを構築した。大型バンカーサイロによるサイレージ大量調製

技術を確立させるため、土砂混入防止、圃場での水分調整、踏圧、密封の徹底等を行い、良

質発酵をはかるとともに排汁低減に努めている。 

 

執筆者：吉川 淳 氏（北ひびき農業協同組合） 
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３） 宮城県（メニュー⑤） 

１． 調査対象酪農家：齋藤 和宏 氏（刈田郡七ヶ宿

町） 

２． 環境負荷軽減の取組メニュー：温室効果ガス放出

量低減の取組 

３． 調査対応者：齋藤 和宏 氏 

４． 調査年月日：令和元年 12 月 17 日 

５． 調査担当者：吉田 守 氏（みやぎの酪農農業協同

組合） 

６． 牧場概況：自給飼料生産で、乳牛を飼養する個人酪農家。労働者数 3 人、出荷乳量 1000 

kg/日、牛品種はホルスタイン。 

７． 圃場面積：牧草地 10 ha、このうち所有圃場面積 3 ha、借地 7 ha。 

８． 牧草・飼料作物：主要牧草は、オーチャードグラス、ペレニアルライグラス。 

９． 草地更新：永年草地 10.5 ha のうち、22％にあたる 2.35 ha において、不耕起（作溝法）による

草地更新を実施。除草剤、播種同時施肥は利用無し。直播専用機（シードマスター、シング

ルボックス、牽引式、16 条タイプ、条間：14.8 ㎝、播種量：2 kg/10a、播種深度：2～3 ㎝）を利

用。 

１０．家畜頭数：搾乳牛 30 頭、乾乳牛 4 頭、育成牛 20 頭を繋ぎ、ストールでの飼養。 

１１．飼料構成：サイレージ牧草を搾乳牛に 10 kg/頭/日、乾乳牛に 10 kｇ/頭/日、育成牛に 10 

kg/頭/日、配合飼料を搾乳牛に 12 kg/頭/日、乾乳牛に 2 kｇ/頭/日、育成牛に 2 kg/頭/日

給与する。 

１２．ふん尿処理：畜舎内に、排せつされた糞尿はバーンクリーナーで搬出し、堆肥化する。堆肥

化の副資材として、購入したオガクズを年間 250 トン、稲わらを年間 20 トン利用する。ローダ

で切り返しを行い、数ヶ月間かけ堆肥化する。 

１３．堆肥・尿などの散布量：堆肥の年間散布量は、採草地に 30～40 トン/ha。 

１４．化学肥料の施用量：年間施肥量は採草地に 750 ㎏/ha/年（年 3 回に分けて施用、春先

40kg/10a、1 番草後 20kg/10a、2 番草後 15kg/10a、オール 14、窒素含量 14%）。 

１５．環境負荷軽減の取組における工夫・留意点：傾斜地が比較的少なく、土壌中の石礫等が多

い圃場もあるが、不耕起栽培の実施については、牧草地の雑草により収量が減少し、裸地や

株などの状況を見て判断し更新を進めています。完全更新に比べ費用や施用量が抑えられ、

作業工程が少なく、稼働時間や労働時間の削減ができ効率が上がります。また、牧草の収量

だけでなく品質の向上に期待しています。 

 

執筆者：飯塚大智（宮城県酪農負荷軽減事業推進協議会） 
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４） 岡山県（メニュー⑥） 

１． 調査対象酪農家：徳山 茂 氏（井原市

美星町） 

２． 環境負荷軽減の取組メニュー：化学肥料

利用量の削減 

３． 調査対応者：徳山 茂 氏 

４． 調査年月日：令和元年 12 月 10 日 

５． 調査担当者：池田 直人 氏（おかやま酪農業協同組合） 

６． 牧場概況：自給飼料生産で、乳牛を飼養する個人酪農家。労働者数 3 人、出荷乳量 1,600 

kg/日、牛品種はホルスタイン。 

７． 圃場面積：牧草地（採草地 14.8 ha）、飼料畑 11.6 ha、その他 3.2 ha (河川敷)。このうち所有

圃場面積 1.2 ha、借地 13.6 ha。 

８． 牧草・飼料作物：飼料畑は、トウモロコシ、イタリアンライグラスの二毛作栽培。 

９． 草地更新：なし。 

１０．家畜頭数：搾乳牛 57 頭、乾乳牛 20 頭、育成牛 45 頭をフリーバーンで飼養。 

１１．飼料構成：サイレージを搾乳牛にイタリアン 10 kg/頭/日、トウモロコシ 8 kg/頭/日、育成牛に

10 kg/頭/日、配合飼料を搾乳牛に 10 kg/頭/日、乾乳牛に 3 kｇ/頭/日、育成牛に 3 kg/頭/

日、給与する。 

１２．ふん尿処理：畜舎内に、排せつされたふん尿は、ホイルローダー等で搬出し、堆肥化する。

堆肥化の副資材として、購入したオガクズを年間 120 トン利用する。ふん乾燥攪拌機で 1 か

月間かけ堆肥化する（株式会社チュウチク MO-512CS 使用）。 

１３．堆肥・尿などの散布量：堆肥の年間散布量は夏作でトウモロコシ、冬作でイタリアンライグラス

を栽培する飼料畑 11.6 ha において、乳牛ふん堆肥をそれぞれ 3 トン/ha。 

１４．化学肥料の施用量：使用していません。 

１５．環境負荷軽減の取組における工夫・留意点：堆肥を散布することで化学肥料使用の削減に

努めているが、堆肥の散布が一律に行えないため、収量に不満が残る圃場もある。将来的に

はマニュアスプレッダーを導入して、堆肥の散布を一律に行い、収量の増加を図りたい。 

 

執筆者：藤沢理恵（おかやま飼料生産型酪農経営支援事業推進協議会） 
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